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公益財団法人小田原市体育協会表彰に関する要綱（ウ） 

 

制定  平成 ９年 １月２３日 

改正  平成１９年 ４月 １日（ア） 

           改正  平成２３年 ４月 １日（イ） 

 改正  平成２５年 ４月 １日（ウ） 

 

(趣旨) 

第１条 この要綱は、公益財団法人小田原市体育協会(以下「この法人」という。)

の文化及び体育の振興に顕著な成果を上げ、この法人の発展に著しく貢献した

個人及び団体等の功績と栄誉を称え、また、著名な大会等で優秀な成績を収め

た者に対して行う表彰に関し必要な事項を定めるものとする。（ウ） 

 

（表彰の種類） 

第２条 表彰の種類は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に該当するもの

に対して、会長がこれを表彰する。 

（１）感謝状 

永年にわたりこの法人の役員又は加盟団体の長の職にあって退任した者

（ウ） 

（２）功労者表彰 

ア 永年にわたりこの法人の発展に顕著な功績のあった者（ウ） 

イ 体育・スポーツの指導者として、優秀な選手又はチームを指導・育成

した者 

（３）特別功労者表彰 

永年にわたりこの法人の役員又は加盟団体の長として顕著な功績のあっ

た者が、在任中に死亡した場合（ウ） 

（４）優秀選手表彰 

著名な大会等で優秀な成績を収めた選手又はチーム 

（５）体育奨励表彰 

文化及び社会体育活動等の著名な大会等で優秀な成績を収めた者 

（６）その他会長がこの法人の振興発展に顕著な功績があったと認める者（ウ） 

（７）国民体育大会へ出場する選手又は監督に対し、祝い金を贈る。 
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（８）オリンピック大会等、国又は国際的な機関が主催する国際大会へ日本代

表として出場する選手又は監督に対し、祝い金を贈る。 

２ 前項各号の表彰の基準及び候補者の推薦については、別に定める。 

 

 (表彰の方法) 

第３条 前条第１項第１号の該当者には、感謝状及び記念品を贈る。 

２ 前条第１項第２号から第４号及び第６号の該当者には、表彰状及び記念品を

贈る。 

３ 前条第１項第５号の該当者には、賞状及び記念品を贈る。 

４ 前条第１項第７号及び第８号の該当者には、祝い金を贈る。（イ） 

５ 前条第１項各号の規定による表彰を受けるべき者が、表彰日前に死亡した場

合は、これを追彰する。 

 

(選考の方法) 

第４条 被表彰者は、各加盟団体等から推薦された者、及び会長が推薦した者を

表彰選考委員会で決定する。 

２ 前項の表彰選考委員会の委員は、この法人の理事及び総務委員の中から会長

が指名し、その定数は１０名以内とする。（ウ） 

３ 表彰選考委員会の委員長は、委員の互選による。 

 

（表彰の時期） 

第５条 表彰の時期は、特別な場合を除き新春スポーツ人の集いにこれを行う。 

（イ） 

(欠格条項等) 

第６条 次のいずれかに該当する者は、第２条第１項各号に規定する適格者であ

っても、この要綱は適用しない。 

（１）成年被後見人・被保佐人として登記された者（ア） 

（２）禁固以上の刑に処せられ、その執行の終わるまでの者又はその執行を受

けることがなくなるまでの者 

（３）前各号のほか、選挙権及び被選挙権を失った者 

（４）自己の責に帰すべき行為により、著しくその名誉を失墜したと認められ

る者 
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（５）その他表彰等をすることが不適当と認められる者 

 

(委任) 

第７条  この要綱の施行に関し必要な事項は、会長が定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成９年１月２３日から施行する。 

２ 財団法人小田原市体育協会表彰要綱(平成６年４月１日施行)は、廃止する。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。（ア） 

 

附 則 

１ この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。（イ） 

 

附 則 

１ この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。（ウ） 


